
 

 

 

重点品目 いちご 

 

１ 生産状況  

（１）栽培面積： 41ha（Ｒ元（2019）年 農林水産統計） 

（２）主要産地の面積（Ｒ元（2019）年 県農産課調べ） 

岡山市（17ha）、笠岡市（4ha）、赤磐市（4ha） 

 

２ 現状 

[生産面] 県南部を中心にほぼ県内全域で生産されるが産地規模が小さく、品質も統

一されていない。 

高設栽培システム「はればれプラント」による省力栽培技術が普及し、近

年では環境制御技術の導入による環境データに基づいた収量・品質の向上

の取組が進んでいる。 

[販売面] ＪＡを通じた市場出荷のほか、直売所や観光いちご園など販売チャネルは

多岐にわたっている。 

[担い手] 担い手は十分に確保できておらず、作付面積は減少傾向である。 

  

３ 振興方針 

・県統一戦略に基づいたブランドの育成 

・担い手の確保と作付面積の拡大 

・環境制御技術の導入による収量・品質向上 

・県オリジナル品種の育成 


